
寅
年
あ
れ
こ
れ

令
和

年
も
あ
と
僅
か
に
な

3

っ
た
。
コ
ロ
ナ
で
明
け
て
コ
ロ

ナ
で
閉
じ
る
と
い
う
誰
も
が
経

月

日
「
コ
ス
モ
ス

験
し
た
こ
と
の
な
い
閉
塞
感
い

12

21

ブ
ラ
ザ
」
で
一
回
目
の
事

っ
ぱ
い
の
毎
日
で
あ
っ
た
。

業
説
明
会
が
地
域
住
民
の

そ
の
中
で
一
番
強
く
感
じ
た

参
加
で
開
か
れ
た
。
写
真

こ
と
は
、
人
と
交
わ
る
こ
と
の

上

茨
城
県
境
土
木
事
務

な
い
生
活
の
息
苦
し
さ
と
苦
痛

所
及
び
古
河
市
役
所
の
担

に
苛
ま
さ
れ
、
毎
日
の
生
活
か
ら
笑
顔
が

当
部
署
職
員
、
地
元
県
議

消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
市
議
も
参
加
し
て
今
後

幸
い
こ
こ
の
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
も
国
内
で

の
事
業
の
進
め
方
や
事
業

は
ほ
ぼ
治
ま
っ
て
お
り
安
堵
す
る
日
々
が

「

区
間
な
ど
の
説
明
が
行
わ

続
い
て
い
る
が
、
海
外
の
状
況
を
見
聞
き

れ
た
が
、
第
一
回
目
と
い

す
る
と
「
恐
怖
心
」
が
蘇
る
。

う
こ
と
で
令
和

年
度
か

日
本
で
初
め
て
民
間
人
が
宇
宙
に
飛
び

4

ら
工
事
に
着
手
し
た
い
と

出
し
宇
宙
船
か
ら
眺
め
る
地
球
の
情
報
を

い
う
説
明
が
さ
れ
た
。
参

送
り
続
け
て
く
れ
て
い
る
昨
今
で
は
あ
る

加
者
か
ら
は
早
め
の
情
報

が
、
我
々
は
相
も
変
わ
ら
ず
長
い
歴
史
の

開
示
と
、
歩
道
の
拡
幅
地

中
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
運
気
や
干
支
に

点
の
説
明
な
ど
が
求
め
ら

新
年
の
願
い
を
託
し
て
い
る
。

れ
た
。

今
年
の
干
支
は
丑
年
と
い
う
こ
と
で
、

一
番
は
ネ
ズ
ミ
に
譲
っ
た
と
し
て
も
、
の

ん
び
り
と
穏
や
か
な
一
年
を
過
ご
せ
た
ら

と
念
じ
た
も
の
で
あ
る
。
皆
様
は
如
何
お

過
ご
し
で
し
た
か
?

令
和
四
年
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
動
物
界

で
も
最
強
の
寅
年
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
寅
は
寅
で
も
「
壬
寅

（
み
ず
の
え
と
ら
）
」
で
、
母
性
愛
に
溢

れ
た
優
し
い
寅
だ
と
い
う
。
厳
し
い
冬
を

越
え
て
、
春
の
胎
動
が
大
き
く
花
開
く
た

め
に
は
、
地
道
な
自
分
磨
き
を
行
い
、
実

力
を
養
う
必
要
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
来
年
は
た
だ
の
寅
年
で
は

な
く
、
ち
ょ
う
ど
「
五
黄
の
寅
」
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
九
星
と
称
す
る
中
国
の

民
間
信
仰
と
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
、
最
小
公
倍
数
が

に
な
り
ま
す
。

36

つ
ま
り

年
に
一
度
、
言
い
換
え
れ
ば
寅

36

年
の

回
に

回
が
「
五
黄
の
寅
」
に
な

3

1

る
。
そ
も
そ
も
「
五
黄
」
と
は
、
星
は
土

か
ね
て
よ
り
懸
案
と
な
っ
て
い
た
東
山
田
地

星
・
方
角
は
中
央
と
い
う
こ
と
で
、
運
気

区
の
一
般
道
、
中
里
・
坂
東
線
東
側
に
歩
道
が

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
で
す
か
ら
「
五

新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
関
係
す
る
行
政

黄
の
寅
」
に
生
ま
れ
た
人
は
、
強
運
と
強

区
の
区
長
さ
ん
や
地
権
者
の
皆
さ
ん
、
利
用
者

い
パ
ワ
ー
の
持
ち
主
で
特
に
女
性
は
、
社

の
皆
さ
ん
他
の
ご
協
力
に
よ
り
、
茨
城
県
境
土

会
で
活
躍
す
る
人
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま

木
事
務
所
で
は
歩
道
の
新
設
に
向
け
て
計
画
の

す
。
芸
能
人
で
は
沢
尻
エ
リ
カ
さ
ん
・
石

実
行
を
開
始
し
た
。

原
さ
と
み
さ
ん
・
北
川
景
子
さ
ん
・
杏
さ

八
俣
小
学
校
児
童
が
登
下
校
時
に
交
通
事
故

ん
等
。
男
性
で
は
舘
ひ
ろ
し
さ
ん
・
池
上

に
遭
う
と
い
う
事
例
も
踏
ま
え
、
地
元
住
民
か

彰
さ
ん
・
梅
沢
冨
美
男
さ
ん
・
細
川
た
か

ら
早
期
の
歩
道
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

し
さ
ん
・
綾
小
路
き
み
ま
ろ
さ
ん
な
ど
の

小
、
中
学
生
な
ど
の
居
る
家
庭
で
は
喜
び
の

名
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ど
な
た
も
個
性
的

声
が
多
く
聞
か
れ
る
。
な
お
、
大
綱
・
米
倉
・

な
人
た
ち
で
あ
る
。

長
左
ェ
門
新
田
な
ど
の
児
童
の
た
め
清
水
の
セ

令
和
四
年
が
皆
様
に

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
脇
の
交
差
点
を
通
ら
な
い
新
た

と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ

な
通
学
路
が
出
来
、
新
々
田
行
政
区
の
中
央
付

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

近
に
今
年
度
中
に
横
断
歩
道
が
出
来
上
が
る
。

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽

・・・

見事な樹形の柚子の木 12月12日撮影
山田行政区の中村和一さん宅の庭先にエッと驚く程

ユズが実をつけ道行く人々も思わず振り返っていた。6
0年程前に植えたものだそうで、隔年でいっぱい実を
つけるそうであるが、特に今年は木が黄色に染まる程
である。感動もので、一見の価値あり。
中国の揚子江上流が原産地とされているが、日本

でも古くから栽培され、東北地方でも栽培可能な貴重
な柑橘類である。「冬至の日」には柚子湯につかり風邪
やコロナを追い払いたいものである。

樹
齢
六
十
年
の
柚
子
の
木

枝
も
た
わ
わ
に
実
を
つ
け
る

2021年 12月 25日

安心・安全の確保へ
中里・坂東線に歩道を新設

一
般
県
道
中
里
坂
東
線
道
路
拡
幅
事
業

に
お
け
る
事
業
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

茨
城
県
境
工
事
事
務
所

日
頃
よ
り
本
県
の
道
路
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
理
解
、
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
一
般
道
中
里
坂
東
線
古
河
市
東
山
田

地
区
は
、
交
通
量
が
多
い
中
、
片
側
に
し
か
歩

道
が
な
く
、
ま
た
曲
線
部
も
多
い
た
め
利
用
者

の
安
全
が
確
保
で
き
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で

県
で
は
、
今
年
度
よ
り
東
側
の
歩
道
整
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
左
記
と
お
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
出
席
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
説
明
会
の
開
催

、
日
時

令
和

年

月

日(

火)

1

3

12

21

午
後

時

分
～

6

30

、
場
所

古
河
市
三
和
地
域
交
流

2

セ
ン
タ
ー
「
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
」

、
説
明
内
容(

予
定)

3

道
路
計
画
の
説
明

今
後
の
進
め
方(

設
計
・
測
量
等)

歩
道
の
新
設
と
新
た
な
通
学
路
の
指

定
で
安
全
な
児
童
の
通
学
を
目
指
す

カ
ラ
ー
の
紙
面
が

見
ら
れ
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
で
す
。

早
め
に
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
知
ら
せ
て
欲
し
い

「いばらき防災大学」が古河市で開催されます

いばらき防災大学とは？ 第3日目:令和4年2月13日(日)
茨城県が主催している、防災について総合 9時45分～14時25分
的・体系的に学ぶことができる講座です。 ※最終日に労災士資格試験を実施
この講座は自主防災組織のリーダーとして活 開講場所 コスモスプラザ (古河市仁連)
躍できる人材を育成することを目的としてい *特別な資格・予備知識など必要ありません
ます。 県内の各地で毎年行っており、令和3 *講義以外の科目についてレポート(穴埋め
年度下半期は古河会場行うことになりまし 式)提出が必要になります。
た。修了者は防災士試験の受験資格を得る 受講対象者
ことができます。 原則として県内に居住している方が対象
是非この機会にご検討をお願いします 募集人員 90名(定員に達した時点で終了)

申込期間 Ｒ3年12月17日～Ｒ4年1月12日
開催内容 受講料 無料
開講期間 第1日目:令和4年1月23日(日) 詳細は特定営利活動法人日本防災士機構

9時30分～16時20分 のホームページを参照して下さい
第2日目:令和4年2月6日(日) 申し込みは原則インターネットでの申し込みと

9時45分～16時20分 なります。 茨城県のホームページを参照

古河市中里坂東線 東側歩道設置工事予定区間 1.7㎞ 通学路を含む
北側から施工予定。令和3年度から事業開始で完成は3年後位の予定？

クリーンアイ



月

日(

土)

古
河
市
三
和
農
村

12

18

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
令
和

年
度
「
伝
統
文
化
親
子
教
室
」
古

3河
わ
く
わ
く
教
室
の
発
表
会
が
行
わ

れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
と
あ
っ
て
無
観

客
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
会
場
は

和
服
を
纏
っ
た
華
や
か
な
生
徒
達
の

熱
気
が
溢
れ
て
い
た
。

当
日
は
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
二
十
一
人
が
一
年
間
の
成
果

を
発
表
し
、
付
き
添
い
の
家
族
が
熱

い
ま
な
ざ
し
を
お
く
っ
て
い
た
。

古
谷
先
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
一
年
間
、
講
師
役
を
担
っ
て
く
れ

た
秀
華
会
の
皆
さ
ん
も
感
無
量
の
思

い
で
あ
っ
た
。
写
真
上
は
ス
テ
ー
ジ

上
で
熱
演
す
る
生
徒
さ
ん
。
写
真
下

は
生
徒
さ
ん
の
成
長
し
た
姿
を
見
つ

め
る
家
族
の
皆
さ
ん
。
伝
統
文
化
の

継
承
に
情
熱
を
傾
け
る
古
谷
紀
佐
子

先
生
に
感
謝
・
感
謝
・
・
・
。

月

日
古
河
市
三
和
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
コ
ス

12

12

モ
ス
プ
ラ
ザ
」
で
第

回
「
秀
華
会
舞
踊
の
つ
ど
い
」

22

が
開
か
れ
た
。
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
無
観

客
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
出
演
者
の
熱
い
思
い
が
ほ

と
ば
し
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
た
。

会
主
、
滝
川
秀
華
先
生
の
ま
さ
に
円
熟
し
た
舞
に
は

感
服
し
た
。(

写
真
左)

紙
面
の
都
合
上
、
演
舞
者
全
員

の
写
真
を
紹
介
出
来
な
い
の
が
口
惜
し
い
が
、
写
真
左

下
の
古
谷
葵
さ
ん
の
艶
や
か
な
演
舞
や
写
真
下
右
の
田

沼
史
帆
さ
ん
の
力
強
い
舞
に
は
感
動
を
覚
え
た
。

若
年
か
ら
高
齢
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
味
の
あ
る
舞

を
披
露
し
鍛
錬
の
成
果
を
見
せ
て
く
れ
た
。
コ
ロ
ナ
が

治
ま
り
大
勢
の
観
客
の
前
で
の
披
露
が
待
ち
遠
し
い
。

第298号

広告の掲載申し込及びお問い合わせは、ふきの芽会事務局員へ

ふ き の 芽2021年12月25日

和
服
の
着
こ
な
し
も
す
っ
か
り
身
に
つ
い
て

古
河
わ
く
わ
く
教
室
発
表
会

艶
や
か
に
力
強
く
円
熟
の
舞
を
繰
り
広
げ
る

第
二
十
二
回

秀
華
会
舞
踊
の
集
い

資源回収にご協力ください
師走の候、皆様におかれましては

益々ご清祥のこととお喜び申し上げ
ます。また、日頃より本校の教育活動
にご協力を頂きまして誠にありがと
うございます。
さて、本校では保護者や地域の皆

様のご協力もとに資源回収を実施させて頂いております。今年度は下
記の通り実施いたしますので、何卒ご協力を賜りますようよろしくお願
い致します。

記
1.実施期間 令和4年1月15日(土)～1月23日(日)
2.搬入時間 平日 1月17日(月)～21日(金) 8:00～17:00

休日 1月15日(土)16日(日)22日(土)23日(日)
9:00～12:00

3.ご協力頂きたいこと
*上記の期間内に各家庭及び各行政区で集まった資源を学校にご
持参下さい。

*正門からお入り頂き、武道場周辺の指定された場所に置いて
下さい。

*正面が閉まっている時は、開けて頂き学校内にお入り下さい。
恐れ入りますがお帰りの際には正門を閉めて下さい。

*登下校や校内で活動している生徒との接触等に注意して下さい

4.回収する資源
*雑誌・新聞・ダンボール
*アルミ缶・スチール缶(持参前に分別をお願いします)
*ペットボトルは回収しません

5.その他
*令和4年1月23日(日)午後、資源を搬出予定です。
*23日(日)以降は回収することができません。

古河市立三和中学校PTA会長 松本 忠義
古河市立三和中学校長 福田 恭子
問い合わせ ＰＴＡ担当 野口信雄 76-0133

ひばりくん防犯メール【ニセ電話詐欺等情報】
《年末のニセ電話詐欺に注意！》
◆ご家族・警察官・市役所職員を装ったニセ電話詐欺の被害が県内
で多数発生しています。
「携帯電話をなくした」
「すぐにお金が必要」
「暗証番号を教えて」
「ATMで還付金の手続が出来る」
は全て詐欺！！

◆被害防止のため、自宅電話を留守番電話設定にするなどの防犯対策を実施しましょう。
◆身に覚えのない電話やメールがあった場合は、古河警察署《０２８０－３０－０１１０》又は
警察相談ダイヤル「♯９１１０」にご連絡ください。

■１２月１４日、関東でも初雪が観測されましたね。ドライバーのみなさん、スタッドレスタ
イヤやタイヤチェーン等、降雪への備えは万全でしょうか。
雪道や凍結路面は滑りやすく、急加速・急ブレーキ・急ハンドル等は危険です。
時間や心にゆとりをもった運転を心掛けましょう。

《雪道でのポイント》 ●速度を落として
●車間距離は長めに ●ブレーキは早めに

い
き
い
き

活
粋
や
ま
た


